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府立千里青雲高等学校 

校 長  吉 武  進 

 

平成 29 年度 学校経営計画及び学校評価 

 
１ めざす学校像 

総合学科の特色を生かし、生涯を通じて学び続けることのできる学力を備え、社会に貢献し、豊かに人生を送ることのできる人材を育成する。 

１ 深い学び…コミュニケーション力を育成し、知識を基に個々の学びを深めることのできる学校 

２ 進路実現…進路選択の基礎となる確かな学力の定着を図り、生涯にわたって学び続ける力を育成する学校 

３ 共生推進教室設置校…違いを認め合い「ともに学び、ともに育つ」学校、一人ひとりの存在が大切にされる学校 

４ 地域からの信頼…「行きたい学校」、「行かせたい学校」として地域から信頼される学校 

 

２ 中期的目標 

１ 自らの進路を切り開くことのできる「確かな学力」の育成 

（１）「生徒の能動的学びを引き出す授業」、「進路実現につながる学力を保障する授業」をめざし、授業改善に取り組む。 

⇒ 興味関心をもって取り組むことのできる授業が８割以上 

・授業力向上のための教員研修を実施する。 

・相互授業見学、公開授業、研究協議の実施により、授業力の向上を図る。 

・ＩＣＴ環境の整備に努め、ＩＣＴを活用した授業を推進し、魅力ある授業をつくる。 

・教育課程の見なおし、選択科目の充実を図る。 

（２）生徒の学びを支援する進路指導の充実 

・体験的な学びの充実等、進路について自ら考える機会をつくり、生徒の学びのモチベーションを高める。 

・補習や講習の充実、進路カウンセリング体制の強化により、進路実現満足度 90％以上をめざす。 

   ・自学自習の習慣を確立させる。  

・漢字検定、英語検定などの資格取得を積極的に推進する。 

・進学実績の向上 

国公立大学、有名私立大学への進学実績の向上  ※国公立 H28：１名⇒H31：５名、関関同立 H28：43 名⇒H31：60 名の合格 

２ 自尊感情、自己肯定感や探究心を育み、学びを深める教育活動を実践 

（１）学校行事や部活動を通じて様々な人とかかわりながら物事を成し遂げる調整力やコミュニケーション力など人間関係力の育成を図る。 

   ・共生推進教室の生徒と総合学科生徒との交流の機会を持ち、インクルーシブ教育の推進を図る。 

   ・教職員および生徒の人権教育を充実し、生徒一人ひとりの存在が大切にされ、学校生活を楽しむことのできる学習環境を整える。 

（２）ボランティア活動など社会貢献を推進し、主体的に学ぼうとする意欲を育てる教育を行う。 

（３）国際交流を充実させ、世界に向けた視野を広げ、異文化理解を深める。 

３ 安心・安全な学校づくり 

（１）授業規律の確立、一丸となった生徒指導、校内美化・清掃の取組み、あいさつ、言葉かけを励行し、安心して過ごせる学習環境を整える。 

（２）教育相談体制を充実させ、いじめ防止に取組み、安心して学校生活が送れる環境を整える。 

（３）人権教育の充実を図り、一人ひとりの存在を大切にする学校づくりをすすめる。 

（４）実態に応じた防災教育を充実させ、自らの命を守るために行動できる態度を育てる。 

４ 学校組織の活性化 

（１）学校の教育目標を共有し、チームとして学校課題の解決に向かう組織作りを行う。 

・ＰＤＣＡサイクルを活用し、学校課題の解決を図る。 

    ・研修の成果を共有し、教育課題や good practice への理解を深める。 

・学校教育の全体像を視覚化し、それぞれの取組みが有機的・効果的に働くよう共通認識を深める。 

・学校として効果的な取り組みを継続実施できるよう、校内システムを整える。 

 

【学校教育自己診断の結果と分析・学校協議会からの意見】 

学校教育自己診断の結果と分析［平成 29 年 月実施分］ 学校協議会からの意見 
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府立千里青雲高等学校 

３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中期的 
目標 今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標  自己評価 

１
「
確
か
な
学
力
」
の
育
成 

（1）「生徒の能動的学び

を引き出す授業」、「進

路実現につながる学

力を保障する授業」を

めざし、授業改善に取

り組む 

 

 

 

（2）生徒の学びを支援

する進路指導の充実 

 

 

 

（1） 

ｱ）アクティブ・ラーニング型授業を推進する。 

ｲ）相互授業見学、研究協議を行い、授業力の向上

を図る。 

ｳ）ＩＣＴ活用推進委員会（仮称）により、授業に

おける情報機器の活用を推進する。 

ｴ）授業研究委員会（仮称）により、教育情報の共有

化や教育課題の共有を図る。 

ｵ）選択科目の見直し・再編を検討する。 

（2） 

ｱ）SS 道場、夏の勉強合宿、冬の大勉強会など学び

の支援を継続して実施できるよう、体制を整える。 

SS 道場、土曜講習、夏・冬の勉強合宿の実施等によ

り、自学自習の習慣を身につけさせる。 

ｲ）朝読書の取組みを発展させ書評作成やビブリオバ

トル等に取り組む。 

ｳ）学年別進路説明会を実施し、保護者との連携を取

り、進路実現できる体制を整える。 

ｴ）３ヶ年のキャリア教育計画により、１年のキャリ

ア教育の充実を図る。 

 

（1） 

ｱ）自己診断（生徒） 

「意見を発表する授業」 

H28：73%⇒77% 

「指導方法の工夫」 

H28：68%⇒70% 

ｲ）授業見学回数一人２回以上 

ｳ）チームによる活用の試行 

ｵ）新たな選択科目の設定に向

けた検討 

（2） 

ｱ）家庭学習時間１時間以上 

H28：45%⇒50%（１,２年平均） 

ｲ）「自分の考えを文章にまとめ

る力が身についた」 

H28：50%⇒60% 

ｳ）年間５回実施 

ｴ）３ヶ年のキャリア教育計画

の作成 

 

 

 

２ 

自
尊
感
情
、
自
己
肯
定
感
、
探
究
心
を
育
み
、 

 
 
 
 

学
び
を
深
め
る
教
育
活
動 

（1）コミュニケーショ

ン力、人間関係力の育

成を図る 

 

 

（2）共生推進教育の推

進 

 

（3）総合学科の特色を

生かした地域交流、国

際交流の推進 

 

（1） 

ｱ）クラブ説明会を実施によりクラブ活動の加入を

推進し、人間関係を築く力を育てる。 

ｲ）学校行事において生徒が主体性を発揮できるよ

うにする。 

（2）総合学科、共生推進教室双方の生徒の交流の機

会を設定し、「ともに育つ」を実践する。 

（3） 

ｱ）one day trip、校外清掃、豊中市との連携事業（乳

幼児交流）を実施し、生徒の体験的な学びを支援す

る。 

ｲ）地域清掃に学校代表としてクラブ単位で参加し、

小中学生との交流を深める。 

ｳ）クラブ活動や個人参加も含めて、学校全体として

ボランティア活動を積極的に推進する。 

ｴ）国際交流の新しい形を模索する。 

 

（1） 

ｱ）クラブ加入率：80%以上 

 （H28：80%） 

ｲ）「行事が楽しい」 

H28：77%⇒80% 

（2）行事の実施２回以上 

（3） 

ｱ）one day trip １回、校外清

掃（各学年１回）、乳幼児交流

３回 

ｲ）地域清掃への参加者 

H28：30 名参加維持 

ｳ）ボランティア活動の実施 

参加者 60 人以上 

ｴ）国際交流の形の新提案 

 

３ 
安
心
・
安
全
な
学
校
づ
く
り 

（1）安心・安全な学習

環境の維持 

 

 

 

 

 

 

（2）教育相談体制の充

実 

 

 

（3）人権教育の充実 

 

 

 

 

（4）防災教育の充実 

（1） 

ｱ）授業規律の確立、遅刻指導、あいさつ指導など本

校のこれまでの取組みを継続し、遅刻数減少をめざ

す。 

ｲ）入学時、仲間作りのワークショップ研修を取り入

れ、生徒間の信頼関係を構築する。 

ｳ）校内の設備・備品を整備し、過ごしやすい学習環

境をつくる。 

（2） 

ｱ）会議等で常に意識化することを促すことによって

生徒対応の見直しを行い、指導への納得感を高める。 

ｲ）生徒情報の共有化を図り、学校生活の充実を図る。 

（3） 

教職員、生徒対象の人権研修を実施し、生徒対応の

充実を図る。 

生徒の人権研修が効果的なものになるよう教科等と

連携して実施する。 

（4）校内ヒヤリマップ、通学ヒヤリマップ等を作成

するなど、生徒自らが危険に気づくことができるよ

うにする。（「地域の防災」、ボランティア同好会の活

動と連携して） 

 

（1） 

ｱ）遅刻数 1100 名以下 

（H28：1124 名） 

ｲ）学校教育自己診断 

「信頼できる友だちの存在」

H28：92%維持 

「クラスの話しやすい雰囲気」

H28：86%維持 

ｳ）「施設・設備に満足」 

 H28：46%⇒55% 

（2） 

ｱ）「先生の指導に納得」 

H28：48%⇒55% 

ｲ）新「生徒情報を共有し、対

応している」⇒89% 

（3）教員研修 1回以上実施 

 

（4）ヒヤリマップの作製等、

生徒の自主的な防災活動の実

践 

 

 

４ 

学
校
組
織
の
活
性
化 

（1）教育課題の解決に

チーム学校として取

り組むことのできる

組織作り 

 

（1） 

ｱ）研修の成果や教育課題、よい取り組みを共有し、

互いの活動が見えるようにする。 

ｲ）学校の教育課題について、話し合う機会を持ち、

課題意識の共有と協力して解決する組織を作る。 

ｳ）学校説明会に教職員・生徒によりチーム学校とし

て取り組み、広報の推進に加え、校内活動の周知・

振り返りの機会とする。 

（1） 

ｱ）「研修報告の成果の共有」 

H28：58%⇒65% 

ｲ）新「分掌、学年等様々な立

場から共通の課題に取り組ん

でいる」⇒80% 

ｳ）新「学校説明会での中学生

満足度」⇒85% 

 

 


